
 全員
登頂成

功！

 　
　　
忘れら

れない大山登山に

５
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

５
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

５月 日に岸本小学校の５年生が、大山の自然

について知り、達成感を味わうことを目的として

大山登山を行った。全員で励まし合いながら協力

して大山の頂上を目指した。

事前に、ゲストティーチャーの達磨晋先生を招

き、大山の自然や歴史について学んだ。登山の当

日は、鳥の鳴き声や、景色を楽しみながら、全員

で登頂することができた。

大山登山に参加した遠藤花さん は、「励ま

し合って、頂上へ行けてよかった」と話した。松

本晴夢さん は「とても気持ちがよかった。最

後まで頑張ってよかった」と話した。頂上に着い

た時の達成感は、今後の人生において忘れること

のできない思い出となった。

（生村桜雅、上田愛斗、藤原結菜、生田望寧、

八幡奈乃羽、木下健翔、後藤新太）

励まし合い みんなで目指す

大
山
を
満
喫
し
た
児
童

児
童
玄
関
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
児
童

月、「岸本小学校といえばあいさつ」

と言ってもらえるようにするという目標

を掲げ、生活委員会が主体となってあい

さつフェスタが行われた。あいさつを通

して、より元気のいい学校にするために、

全校児童が毎日、気持ちの良いあいさつ

を心がけて取り組んだ。

主催の同フェスタは今年で４回

目。登校時には、明るく元気な声であい

さつをする姿が見られた。この取り組み

を通して、学校全体で自分からあいさつ

をする人が増えている。

２年生の 田采睦さん ８ は、「よい

あいさつを自然にすることができた」と

話した。あいさつフェスタが終わっても、

児童は進んで気持ちの良いあいさつをし

ており、今日も岸本小学校からあいさつ

の声が響いている。

遠藤花 齋鹿双葉 影山尚紀 飯田葵

綾木菜子、梅林澪、松本晴夢、中山駿）

児童も進んで取り組む

【
学
校
名
】
伯
耆
町
立
岸
本
小
学
校

【
所
在
地
】
西
伯
郡
伯
耆
町
吉
長
７
８
番
地
２

【
校
長
名
】
河
本

洋

【
児
童
数
】
３
３
７
人

【
学
校
教
育
目
標
】
心
豊
か
に

た
く
ま
し
く

と

も
に
生
き
る

児
童
の
育
成

〜
伝
え
合
う
力

認
め
合
う
力

高
め
合
う
力

を
育
む
学
校
づ
く

り
〜

【
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
】
わ
っ
し
ょ
い
岸
本

か
が

や
く
ひ
と
み

あ
か
る
い
笑
顔

ゆ
め
に
向
か
っ

て

日
々
全
力

【
凡
事
徹
底
】
あ
い
さ
つ
、
返
事
、
履
物
そ
ろ
え
、

時
間
を
守
る
、
腰
を
立
て
る

【
沿
革
】

１
９
６
５
（
昭
和

）
年

幡
郷
小
学
校
、
大
幡
小
学
校
、
小
野
分
校
を
統
合
し
、
岸
本
小
学
校
と
改
称

１
９
６
７
（
昭
和

）
年

岸
本
小
学
校
竣
工
式

２
０
１
１
（
平
成

）
年

岸
本
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会
設
置

町
教
育
委
員
会
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
指
定
校

２
０
１
７
（
平
成

）
年

創
立

周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

２
０
１
８
（
平
成

）
年

「
『
地
域
学
校
協
働
活
動
』
推
進
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
受
賞

学 校 概 要

月

日
、
５
年
生
が
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
育
て
た
餅

米
を
使
い
、
保
護
者
や
地
域
の

人
と
一
緒
に
餅
つ
き
を
し
た
。

コ
メ
作
り
を
通
し
て
、
地
域

で
行
わ
れ
て
い
る
農
業
に
つ
い

て
触
れ
、
育
て
て
食
べ
る
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
５
年
生
は
地
域
の
人
の

力
を
借
り
な
が
ら
、
５
月
に
も

ち
米
の
田
植
え
を
行
い
、

月

に
は
稲
刈
り
を
し
た
。

月
に
は
「
餅
つ
き
２
０
２

４
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、

き
ね
と
臼
を
用
い
て
、
児
童
同

士
が
協
力
し
な
が
ら
餅
つ
き
を

し
た
。
餅
つ
き
後
は
、
お
い
し

そ
う
に
食
べ
る
児
童
の
姿
が
見

ら
れ
た
。

活
動
に
参
加
し
た
５
年
生
の

大
草
悠
真
さ
ん

は
「
餅
を

き
ね
で
つ
く
の
が
難
し
か
っ
た

が
、
友
達
と
協
力
し
て
出
来
た

の
で
楽
し
か
っ
た
」
と
う
れ
し

そ
う
に
話
し
た
。
育
て
た
も
ち

米
で
餅
つ
き
が
で
き
た
こ
と
は

５
年
生
に
と
っ
て
大
き
な
経
験

と
な
っ
た
。

（
生
駒
侑
莉
、
森
田
友
梨
、

坂
田
智
広
、
上
田
理
功
、
山
本

楓
、
實
重
墾
紀
、
長
瀬
蓮
希
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
餅
つ
き
を
す
る
児
童

育てたもち米で餅つき

コ
メ
作
り
通
し
農
業
に
理
解

一
粒
一
粒
に
思
い
を
込
め

フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ

昨
年

月
、
岸
本
小
学
校
の

畑
で
１
、
２
年
生
が
芋
掘
り
を

行
っ
た
。
１
、
２
年
生
は
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
成
長
を
観
察
し
、

適
切
な
世
話
を
す
る
こ
と
、
地

域
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も

っ
て
接
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
、
毎
年
、
イ
モ
の
苗
植
え

と
芋
掘
り
を
行
っ
て
い
る
。

う
ね
づ
く
り
や
マ
ル
チ
が
け

な
ど
、
児
童
の
力
で
は
難
し
い

と
こ
ろ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の
力
を
借
り
、
児
童
は
水
や
り

を
行
っ
た
。収
穫
し
た
イ
モ
は
、

給
食
で
全
校
児
童
に
食
べ
て
も

ら
っ
た
り
、
ふ
か
し
芋
に
し
て

お
い
し
く
食
べ
た
り
し
た
。

自
分
た
ち
で
育
て
る
大
変
さ

と

地
域
の
方
と
関
わ
る
楽
し

さ
を
知
る
良
い
機
会
と
な
っ
た

２
年
生
の
金
川
善
さ
ん

８

は

み
ん
な
が
お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
育
て

た

と
満
足
そ
う
に
話
し
た

（
﨏
田
晴
伍
、
浅
田
惠
心
、

勝
部
花
奈
、角
悠
羽
、大
西
悠
、

村
田
瞬
之
介
、
梅
原
陽
太
）

岸
本
小
学
校
で
は
毎
年

月

か
ら
３
月
に
か
け
て
、
４
年
生

が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
漁

業
組
合
か
ら
サ
ケ
の
卵

個
を

預
か
り
、
学
校
の
水
槽
で
稚
魚

ま
で
育
て
、
日
野
川
に
放
流
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

放
流
に
向
け
て
、
今
年
も
４

年
生
が
日
野
川
水
系
漁
業
協
同

組
合
の
森
下
尊
士
さ
ん
の
助
言

を
受
け
、
餌
や
り
、
観
察
日
記

を
書
く
な
ど
児
童
が
協
力
し
て

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
度
の
活
動
で
は
、
サ
ケ

の
４
カ
月
間
の
成
長
に
喜
び
を

感
じ
な
が
ら
も
、
「
今
ま
で
あ

り
が
と
う
」
「
元
気
に
帰
っ
て

き
て
ね
」
な
ど
声
を
か
け
、
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
放
流
す
る

様
子
が
見
ら
れ
た
。

昨
年
度
、
サ
ケ
の
放
流
に
参

加
し
た
５
年
生
の
頭
本
紗
良
さ

ん

は
「
元
気
に
大
き
く
育

っ
て
、
ま
た
日
野
川
に
帰
っ
て

き
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
活
動

を
振
り
返
っ
た
。

（
眞
野
紫
、
金
川
小
夏
、
野

口
隼
暉
、
亀
口
凛
架
、
岩
本
朋

季
、
森
脇
綾
音
、
花
岡
結
愛
）
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⇔
⇔
⇔
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⇔
⇔
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⇔
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⇔

サケを放流する児童たち

月

日
、
岸
本
小
学
校
の

６
年
生
が
、
学
校
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
保
護
者
や
地

域
に
提
案
す
る
未
来
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。

６
年
生
が
学
校
の
未
来
に
つ

い
て
考
え
、
５
年
生
を
は
じ
め

と
す
る
児
童
全
員
と
協
力
し
て

い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
伝

え
る
た
め
に
開
催
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

掃
除
、
給
食
、
人
間
関
係
な
ど

の
課
題
の
解
決
策
を
提
案
し

た
。
掃
除
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
提
案
で
は
、
自
分
た
ち

で
作
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
道
具
を

紹
介
し
、
掃
除
を
す
る
こ
と
の

意
味
や
楽
し
さ
を
伝
え
た
。

６
年
生
の
発
表
を
聞
い
た
５

年
の
金
川
小
夏
さ
ん

は
、

「
６
年
生
だ
け
で
、
た
く
さ
ん

発
表
す
る
姿
が
印
象
に
残
っ

た
。
来
年
同
じ
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

（
安
達
心
花
、
奥
田
悠
翔
、

山
浦
美
海

大
島
珠
寧

石
原
悠

成

大
草
悠
真
、足
立
瑚
叶
子
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
提
案
を
し
て

い
る
６
年
生

芋
掘
り
を
す
る
１

２
年
生
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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力
石
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
３
年
生
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岸
本
の
宝
物

鴟
尾

力
石

っ
て
な
あ
に
？
３年生が
校区見学

３年生は、伯耆町の魅力を知るため

に岸本地区を回り、岸本の宝物である

「鴟
し

尾
び

」や「力石」などの学習をして

いる。

岸本の宝の１つである「鴟尾」は火

災・厄よけに用いる装飾品であり、城

に取り付けるシャチホコの始祖と考え

られている。現存する「石製鴟尾」は、

国の重要文化財にも指定されている。

「力石」は、昔の人の力比べに使わ

れており、 ～100㎏もの重さがある。

児童は、力石を実際に持ち、その重さ

に驚いていた。

細田琉愛さん ９ は「岸本の宝物の

勉強は楽しく、大事なことを学べた」

と話した。３年生は今回の学習を通し

て岸本の魅力をたくさん知り、次の３

年生に受け継いでいってくれるだろ

う。

（頭本紗良、野坂優希、山浦奈々央、

佐伯宇唯、杉本玲花、松浦ゆう、野口

実玖）

日
野
川
で
サ
ケ
の
稚
魚
放
流

みんなで楽しく芋掘り

サ
ツ
マ
イ
モ
で
感
謝
学
ぶ

みんなで協力してより良く
６年生が気づかせた学校の未来

れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ

コミスクで学校を支援
地域と先生 保護者が連携

コ
ミ
ス
ク
委
員
が
話
し
合
っ
て
い
る
様
子

岸
本
小
学
校
で
は
、
２
０
１

１
年
に
学
校
運
営
協
議
会
が
発

足
し
、
現
在
で
は
岡
田
大
輔
会

長
を
中
心
に
、
「
コ
ミ
ス
ク
岸

小
」
と
い
う
愛
称
で
、
子
ど
も

た
ち
が
学
校
で
楽
し
く
暮
ら
せ

る
よ
う
に
と
願
い
、
地
域
、
先

生
、
保
護
者
と
連
携
し
て
活
動

を
し
て
い
る
。

学
校
を
よ
り
良
く
す
る
応
援

団
と
し
て
活
動
す
る
こ
の
会
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
児
童
の
健
康

を
願
い
、
校
内
消
毒
な
ど
の
感

染
予
防
の
活
動
を
し
て
い
た
。

学
校
行
事
に
も
随
時
参
加
し
、

児
童
の
サ
ポ
ー
ト
や
助
言
を
行

い
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

コ
ミ
ス
ク
委
員
の
後
原
奈
月

先
生
は
「
私
は
岸
本
出
身
な
の

で
、
地
域
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
地
域
と

連
携
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
語

っ
て
い
た
。

（
石
川
蒼
、
南
家
大
翔
、
遠

藤
颯
斗
、
門
脇
絵
凜
、
宮
崎
莉

乃
、
梶
谷
颯
真
、
大
塚
拓
海
）
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